
平成 27年度 行政書士試験解答試案 
法令（各 4点） 

問題 41 １ 問題 11 １ 問題 21 ３ 問題 31 ４ 

問題 42 ４ 問題 12 ５ 問題 22 ２ 問題 32 ５ 

問題 43 １ 問題 13 ２ 問題 23 ５ 問題 33 ３ 

問題 44 ４ 問題 14 ４ 問題 24 ３ 問題 34 ５ 

問題 45 ５ 問題 15 １ 問題 25 ４ 問題 35 ２ 

問題 46 ３ 問題 16 ４ 問題 26 ２ 問題 36 ３ 

問題 47 ３ 問題 17 ５ 問題 27 ４ 問題 37 １ 

問題 48 ２ 問題 18 ３ 問題 28 ５ 問題 38 ３ 

問題 49 ５ 問題 19 ２ 問題 29 １ 問題 39 ２ 

問題 10 １ 問題 20 ４ 問題 30 ２ 問題 40 ５ 

 

問題 41  ア＝１９   イ＝１３   ウ＝１５    エ＝ ４ 

問題 42  ア＝ ９   イ＝１３   ウ＝１７    エ＝ ７ 

問題 43  ア＝１３   イ＝１９   ウ＝ ３    エ＝ ４ 
 
 

問題 44 （３９字） 

  被告は Y県である。裁決固有の瑕疵のみ主張が許され、この原則を原処分主義と呼ぶ。 

問題 45 （３５字） 

  他主占有者が、新たな権原により更に所有の意思を持って占有を始めた場合。 

問題 46 （４３字） 

  Aは C又は Bを相手に、Aが Cの出生を知った時点から１年以内に嫡出否認の訴えを提起する。 

 

一般知識（各 4点） 

問題 47    ３ 問題 54    ２ 

問題 48    ３ 問題 55    ５ 

問題 49    １ 問題 56    ５ 

問題 50    １ 問題 57    ３ 

問題 51    ４ 問題 58    ４ 

問題 52    ２ 問題 59    ４ 

問題 53    ４ 問題 60    ２ 

 

各２点 

得点 

 

 

 

     ／300点 

各２０点 


